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この取扱説明書の部品番号は131228
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こ使用前に必ずお読みください
いつまでも大切に保管してください

'U

＼、_

勺

<亙す>献釧麻場

'
一;

、

三
◎ ノ

ノ

,
、
.
,

「
一
1
、

.
、

、
丈

ノ

1
Ξ
'
ー
、
1
{
」
」
ー
ー
、
司
1
畊
1
ー
、
1
門
1
」
1
一
1
,
"
】
」
一
 
1
、
二
一
゛
〒
.
フ

冨
.
コ
.
、
,
ー
」
谷
.
q
 
づ
,
,
】

(
、



.

ーのたぴ住、本裳叩套お買'こサー.くために、製=の正しい取扱い方法、 簡単な点検及ぴ
手入れについて説明してあります0

で使用の前にこの取扱説明書をよくお読みいただいて十分理解され、本製叩がいっまでもすぐれた性椛
を発揮出来るようにこの冊子をこ活用ください0 、_、.土.
また、お読みになったあと必ず大切に保管し、分からないことがあったときには取り出してお読こ
{い。なお、より良い製品をで提供するために製品と本書の内容が一邵異なる口'、

,中一、、ーづキの点がでざいましたら最寄りの耽及店、または当社営業所にお問い口わせください0

.取扱説明書は大切に保管してください0 ,

.紛失した場合は最寄りの取扱店、または当社営業所にてお買い求めください0

.本製品を改造することは、安全で快適な作業に支障をきたすだけでな、 B 、、
ださい。

■使用目的について

牧功等における散布作_'Ξ、,叩゜、_事故に関しては、_本製品は、水田、畑、果樹園、

脱しての使用が原因での事故、Ξ、冴.六.、。
切の責任を負いかねますので、

ホ戸L皇一、ハ亡を表六しています。下記の換算数値を良く読んでで理解の上で使用ください0
換算表

備考ノ

▼

面

回転速度

積

力のモーメント

力

[m2](平方メートル)

圧

[rpm](回毎分)
[min'1](毎分)

効率・動力

':')山'ハーつぃては、[a]、[ha]を使用することがあります0

L意上皇、、こと考、られる取扱い上の注意事項にっいて次のように表示しています0
'、影ヨ西一.もし警告に従わなかった場合、死亡又は重傷を負うことになるもの0
'、^.ーその警告に従わなかった場合、死亡又は重傷を負う可首旨'ある 0▲^'、その言"に従わな力゜た曼女、牝,ゞるもの。
匪^ー.その警告に従わなかった場合、機械の捌傷の可能性があるもの0

自分が使用するつもりで!

[N](

力

[N・m](

、 い

[pa]ハス
[N/m2](ニュートン毎平方メートル)

ユ

J、

トン)

[VV](ワット)

ユ トンメ
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1[min・1]=Hゆm]

■本製品を他人に貸すとき、運転させるとき

印の付いている警告ラベルも一枚ずっ説明してあげてください0

業にっいて、よく読んで理解し取扱方法を体得してから作業す

?益日一、は念を入れて説明してください。
家族の方にも同じことです0
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2

豊で使用の前に本体に貼付されているラベルの注意書きを必ずこ確認、
い方法を体得してください。

^

^

4

安全に関するこ注意

ここに書かれていることはほんの一例です0

隣り合せであることを忘れないでください0
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お読みいただき安全で正しい取扱

帽子

保護メガネ
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身体にあったものを
着用する散布作業者
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保護マスク
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会^
毒性の程度、応急手当法、解毒の方法を確めてお

゛
、、、

弐、
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! i、、0}

いてください。

農薬は殺虫・殺菌を目的としているので無毒では

ありません。低毒性といっても体調と被曝量によ

つては農薬中毒症状を起こしたり、事故をひきお

こす原因となります。

'田',,_
保謹旦はっねに正常な機能を有する様、点検・整備を行い、

保護手袋
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保護衣
(袖ロスッキリ)
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応急処置を知らないと!
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正しく使用してください。
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労災の知識をもって!
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▲^
①薬剤の取扱説明書はよく読んでください0
使用する薬剤や肥料のラベルをよく読み、使用方
法、使用上の注意をよく知っておいてください0
②薬剤の被曝の恐れのない服装で取扱ってください0
③薬剤を必要な量だけ準備してください0
④散布する場所で調合・投入してください0
風向き.環境汚染の恐れのないところで行って
ください。

⑤機械.タンクなどにあらかじめ調合して運搬し
ないでください。こぽれると環境汚染にっなが
ります。

⑥飲み物や食べ物と同じ場所に保管したり運搬し
ないでください。運搬するときは袋が切れない
ように気をつけてください。

⑦散布計画を立て、薬剤は残らないように調合し、
本機に投入してください。

⑧残った薬剤は、だれが見ても何であるか判別で
きる密閉した容器・袋に入れ、他のものと隔離
して無用の人が取り出せないように保管してく
ださい。

絶対に飲み物・食べ物の容器には保管しないで
ください。

⑨空き袋.空き缶・空き瓶は薬剤の取扱説明書ま
たは自治体の指示に従って処理してください0
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説明書を読まないと!

服装に注意しないと!
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.

①自動車など{こよる運搬時は機械が転倒しないような処置をしてください。
②重量物を積み降ろしする場合は無理な体勢や単独作業はしないようにしてください。
③燃料の補給は、エンジンが冷えてから行いタバコなどの火気を近付けないでください。
燃料タンクのフタは確実に締め、こぽれた燃料は、きれいに拭きとってください。
④各部のポルト・ナットのゆるみ、セットピンの脱落・損傷はないか確認してください。
⑤点検・整備などで外した回転部などのカバーは、すべて正しく取り付けてください。
⑥エンジンを始動するときは、可燃物の近くや換気の悪いところ、狭いところでは行わないでください。
⑦電気配線には、油、水、火気は厳禁です。

換気と可燃物に注意!安全カバーの取付は確実に!火気厳禁

.
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1014

榔,

①風向きや圃場周囲の状況を考えて行ってくださ
い。風の強い時は、漂流飛散の恐れがあるので
作業は避けてください。

②作業は気温の高い時問帯を避けてください0
③身体の調子の悪い時は行わないでください0
④散布直後の圃場には入らない様にしてください0

の

^
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④園地の端部では特に注意します。

⑤薬剤タンクやホースをしっかりと洗浄します。
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風向き、周囲を確認して!
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4

食品衛生法の農薬残留基準にボジティブリスト制度が導入されています。今まで残留基準値が決められ
ていなかった農産物に一律の厳しい基準が設けられます。定められた基準を超えて農薬が残留する食品は
販売等が禁止されるため、散布する薬剤が周りの圃場にドリフト(薬剤の飛散)しないよう、これまで以上

に、ドリフト防止に気をつける必要があります。また、周辺ほ場へのドリフトが問題になるぱかりではな
く、ドリフトが周辺住民に迷惑をかけることもあります。さらに、湖沼などの水源へ混入すると環境破壊

にもつながります。園外へのドリフトを減らすことは様々な面から求められています。
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散布直後は入らない!

100
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5

食品衛生法に基づく残留基準値が設定されていない農薬等が一定量以上含まれる食品の販売等を原則禁
止とする制度です。この一定量とは「人の健康を損なうぉそれのない量として厚生労働大臣が定める量」
となっています。

畴据r櫨'「男"矛馴
L「、ι,叱

1Ξ^"弍'盡.,・

,ポジ昆イ,1リ.次、ト制度とは_?
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ゞ搬布1'・焚ジ・,物以"一璽辰、,喜浪瑛マ謡1艮趨鳶ゞ遍凱徳細郷鱸注嘉慧、"■で散縦じ券喫瓢ゑ゛X讐む謬談

W、IN9、距冬

●農薬散布時は必ず守りましょう。

①風の弱い時に散布します。

②散布の位置や方向に注意します。

③適正な量を散布します。

1013

1、り? 1

ボジティブリスト制度・農薬ドリフト対策についてのホームページ
●農林水産省ホームページ「農薬コーナー」 httPゾ/WWVV.ma什80.jp/vnouyaku/index.html

●日本植物防疫協会(dpPネット)ホームページ「農薬散布技術情報」 http://WWW.jppn.ne.jp/jpp/public/sanp.html
●全国農業協同組合連合会「アグリインフォ」 http://VVVVVV.agri.zennoh.or.jp/hiyaku/positivelisvdefault.asp
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ミ讃滝
義気舷
左、,論、0

^^珍録

①通常の作業では、 2時閻を越えて連続作業をし
ないようにしてください。

②薬剤を入れた作業機は重量物です0

圃場を整備すると共に不安定・無理な作業は避
けてください。

③服装、圃場の条件、風向きに注意して農薬の被
曝.環境汚染に注意してください。農薬の流れ

漂う方向は危険です。

④共同作業をする場合は全員で確実な合図を決め
確認しておいてください。

⑤燃料の補給はエンジンを止め、冷えてから燃料
をこぽさないように行ってください0

⑥作業中は無用な人(特に子供)は近付けないよ
うにしてください。

⑦薬剤の吐出する噴頭を人に向けないでください0

⑧休憩や食事をするときは、うがいをして石けん
で、手や顔を洗ってください0

⑨体調に異常を感じたら、直ちに医師の診断を受
けてください。

4
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^

●水田作物、一般畑作物、果樹、桑、樹木の病害虫に対する薬剤散布
●牧舎、鶏舎及ぴ都市衛生用消毒液、殺虫液の散布
●液剤肥料の散布●一般畑作物・水田作物への散水
●牧舎、鶏舎及ぴ農作物・農機具の洗浄●建築構造物の壁面等の洗浄、送電線の塩害防止

'、歴^強酸・強アj助リ北学溶郵扱ぴ高品水の使剛きおやめq謎い働力噴霧機の破損や事訓こプ劼;る場合があります。

'^
●本製品を原動機とセットする際は最寄りの取扱店にで依頼ください。

●Vプーリ、 Vべルトなどで駆動する場合は、回転部分には必ずカバーを取付け、確認時などでも、

容易に触れる事が出来ないようにしておきます。

(運転時、確認時、いずれの場合もカバーを付けておいてください。また、カバーの取付けが出来熊
溌

ない場合は作業機の周囲にサクを設けるなどの配慮を必ず行ってください。)

●点検・調整時には必ず本機「停止」状態で行います。

▲^
●動力噴霧機のセットは仕様の回転速度、圧力、水量の範囲で行います。

仕様の範囲以外で使用した場合、動力噴霧機の破損や事故につながる場合があります。

●原動機定格出力は、動力噴霧機の所要動力以上あるものを使用します。動力噴霧機の所要動力以

下ですと陛能を発揮できない場合があります。
'^

●動力噴霧機のオイルゲージが容易に確認できるようにセットを行ってください。

琵羽
●本機固定用のボルトは適正なサイズ、性質のものを使用し、しっかり取付けます。

動力噴霧機や原動機などの設貫が不安定な場合、振動が発生し、動力噴霧機に悪い影響を与えます。

●Vプーリ、 Vべルトは適正なサイズを選定し、所要動力に適応したものを使用します。

●Vプーリの軸穴やキー溝の寸法は、軸に適応したものを使用します。

ガタのあるVプーリ穴やキー溝は、有害な振動を発生して事故の原因となりますので、使用しな

いでください。

●軸端はVプーリの面よりやや凹んでいるようにしてイボルトは座金を介して確実に締め付けます。

必要{こ応じてVプーリ止めネジを使用します。

●原動機のVプーリと動力噴霧機のVプーリは一直線に設置します。

上から見てVべルトが真っ直ぐにかかっていないと、 Vべルトに無理な力がかかり、 Vべルト損

傷、はずれの原因になります。

●Vべルトは張りすぎ、緩みすぎないように注意してください。

張りすぎると軸受を傷める原因になります。

緩いと滑り、ベルト損傷、はずれの原因になります。

●2本以上のVべルトを使用するときは、種類及ぴ周長の同じ物を使用します。

●Vべルトを交換するときは、全数同時に替えます。

圃場・環境に注意!
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.f講゛%ー、.琴"'1蓬"Ξ^「'},、'、・'ヌ謬"、,,'途

,,、シ_,、_._,゛,ー・"゛'、".、姿゛翫,・・やむ一AC,9心'・,゛亀,処゛が゛

ノズルのネジ種類、サイズは同一のものを使用し、接続する際は必ずパツキンを●接続するホース

確認して確実に接続してください0

ネジのサイズ、種類の不適合、パッキンの紛失や損傷及ぴネジの緩みにより薬剤を浴ぴます0 また、
ネジ部の締め込み過ぎ{こよりバッキンがはみ出したり損傷し、薬剤を浴ぴますので、ネジは適正に
締め込んでください

.薬剤を調合する前に必ず清水にて確認してください

(吸水)
.吸、入倖径はボンプ吸込口径を標準とします。バルブ等で管路が絞られる時は1ランク上の吸込民1土
を使用します

厘罰
吸込管径を必要以上に絞ると性能低下や故障の原因になります
●吸込揚程は3m以内にします

(噴霧)
.噴霧ホースは使用圧力に対応出来るホースを選定してください

(ホース)
余水ホースは確実にタンクの中に入れてバンド等でしっかりと固定してください●吸水ホース

.ホースを接続する際、必ずパッキンを確認してください

会囲、、、,
余水口には、余水ホースのみを接続してください。特にコックやバルブを接続して全閉状態とします
と、機械が破損して負傷を被ることがありますので絶対におやめください

(ノズル)
.ノズルにっいては余水量30%程度を確保出来る様選定してください

会回函
.ボンプ仕様に合わせたノズルを使用しなかったり、標準の装備を取外したり、ムリな取扱いをした1
場△本来の性能が発揮できないぱかりか、不具合、場合によっては負傷'損害を被ることがあり
ますので絶対におやめください

会^
.ノズルの噴頭を人に向けないでください。薬剤を浴ぴます

^

刈"

ー"ー

^

ー. 毛

'、、; ι、,、

▲^
電源は20OV、40OVの高電圧です。取扱方法を誤ったまま使用しますと、感電・火災の危険があります。

●運搬時、電動機単体を吊る場合は、電動機のつりボルトを利用してください。但し、セット状態に

した後機械全体を吊る場合は、電動機のつりボルトを使用しないでください。

●屋外で使用する場合は、最寄りの取扱店、または当社営業所にお問い合わせください。

゛"ー,

tメ之ノ'、、^●」 藤

付属器具の配線は、電気設備技術基準、およぴ電力会社の内線規定に従ってください。

配線距離が長くなりますと電圧降下が大きくなります。電圧降下が2%以内になるよう電線の太

さを選定してください。

接地端子は電動機の端子箱内、またはフレームにEまたは吉マークで表示してありますので、必

ず接地を行ってください。

配線に必要な参考資料を下記に示します。

一毛'

゛「

'ー

る

電

゛'丑_

配線と付属器容量(参考)

才.

4

圧

(V)

出

力

(kvv)

「オーー

9

02

0.4

075

1.6印m

15

1.6mm

22

1.6mm

200

37

144

1.6mm

5.5

1.6mm

81

75

2.omm

54

11

2.6mm

32

15

15

3.2mm

23

15

18.5

23

14而

15

22

22mr'

27

15

30

15

30ml'

31

20

37

匡羽
上記内容を厳守すると共に、モ

ーター単体の取扱説明書を十分

お読みください。

厘靈
エンジン、モーターとのセット

は最寄りの取扱店におまかせく

ださい。

15

38ml'

37

30

1、

60(30)

45

15

60mr'

400

43

100(30)

55

15

60mr'

47

100(100)

5

75

20

100而

51

100(100)

5

90

30

125mr'

200(100)

50(30)

62

6

1 10

1.6mm

80而

75(50)

200(100)

63

10

132

1.6mm

10oml'

100(75)

200(200)

10

74

1.6mm

100(100)

125mr'

200(200)

78

15

1.6mm

150(100)

150mr'

148

30

1.6mm

150(100)

156

30

2.omm

200(150)

161

60

2.6mm

200(150)

162

60

2.6mm

100

3.2mm

100

14而

150

14mr'

200

141n市

22而

22而

38mr'

6主)1.配線の最小太さは金属管配線で

配線本数3本の場合です。

2.配線の最大亘長は末端までの電

圧降下が2%の場合です。

3.()内は、スターデルタ始動器使
用の場合を示します。

4.手元過電流しゃ断器容量は、電

源側の仕様を考慮する必要があ

ります。

38而
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38mr'
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会回函
●燃料は可燃物です。運転の場所に火気は近付けないでください0
.燃料の補給はエンジンを必ず停止し、冷えてから行います。こぽれた燃料はきれいに拭きとってお
きます。

.燃料の補給や手入れをする時は、タバコなどの火気を近付けないでください0

.本機に燃料を補給した後、燃料補給タンクを3m以上離してから始動'運転を行ってください0

.燃料を基準容量以上補給したり、激しい振動を与えたり本機を傾けたりしないでください0

会^
.エンジンの排気ガスは有害です。室内での運転は、しないでください。一酸化炭素中毒になります0
エンジンの排気ガスは吸わないように注意してください0

会^
.エンジンは運転中、停止直後は高温です。マフラー・シリンダフィンなどに手を触れると、やけど
をします。

.エンジン運転中のスパークプラグには高電圧が通っています。危険ですので、絶対にスパークプラ
グやプラグコードに触れないでください。

匡翌
上記内容を厳守すると共に、エンジン単体の取扱説明書を十分にお読みください0

4

①使用する薬剤や朋料などは、薬剤タンク内に残さないよ
うに散布してください。

②機械にっいた薬剤などはきれいに取り去ってください0
発錆や故障の原因になります。

③保管するときは燃料は抜いてください。

④作業後はすぐにうがいをして、良く体を洗ってください0
⑤作業に使った保護具も十分に清掃し、着衣も洗濯してく
ださい。

⑥損傷個所のある場合は、修理してから格納してください0
この場合、部品・消耗品はすべて当社指定の純正部品を
で使用ください。

⑦保管は湿気の少ない場所に、チリやゴミが付着しないよ
うにしてください。

^

^

機体廃棄時のお願い

4

本機を廃棄する場所は、最寄りの取扱い店又は当社問合せ先にお問い合わせください0

.

クランクケース

オイルゲージ

^

.ι'

②警告ラベル

Vプーリ

①注油口フタ

③注油口

口

朋一,"

作業後は清潔に!
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'.、^'虐 宅辻

梱包箱を開けたら、まず付属品がそろっているかどぅか、確認してください0 万一、付属叩が足りな
い場合や破損していた場合は、すぐにお買い求めの販売店にお申し出ください
付属品のサイズや数量は23ページの仕様表の中にあります

^

f

参"、瀬亀餐瀞サ瓢女夢硬会'工券、、き渉゛1秀§霽範f七遜署途・瓢・)'.讓旦巨葬拠為;、"邸契憲誓条美、欝蓬i匙ミ鷲途皆膨露駄ミ§縫N

y'N

バンド吸水ストレーナ取扱説明書 §、§、

＼
余林一■"、、

^

:{ 4

_一御

製品の特長

.薬液は常に一方向に流れているので、吸水機構に無理がない構造になっています

.シリンダーはMAC処理(セラミック)を施してあり耐久性があります0 1

.ピストンパッキンは特殊ゴムを使用しており、耐薬品性があります0 1

ミ藤竃、、・■'ー',.ゞ-f、ゞ・、、、、曝徐弗のゞゞ."、▲ i ヲ武・'§亀葬鍵"瑞謡'ゞ鯵¥W""ゞ

^

、、、

＼
吸林一."^・

●吸水ストレーナは標準付属品を取付けます。(標準付

属品以外のものを使用する場合は、最寄りの取扱店、

または当社営業所にお問い合わせください。)

①}卦由口フタ

②警告ラベル

吸水ストレーナ

運転前にこのフタを開けて必ずガソリンエンジンオイル(sd級以上SAEIOVV・30相当)を給油してく
ださい。容量は23ページの仕様表を参照してください

●いっも汚れや泥をとり、表示内容がハツキリと見える
ようにしてください

●警告ラベルが損傷したなら、新しい物と交換してくだ
さし、

●警告ラベルを貼ってある部品を交換した時は、必ず取

③注油口

④ニギリ

、、、、

外した部品と同じ場所に貼ってください

ガソリンエンジンオイル(S゛級以上 SAE IOVV30相当)を約3~5滴を運転時問100時間を目安IL庄
由してください

圧力調整用のダイヤルです

●時計方向に回すと圧力が上がります

●反時計方向に回すと圧力が下がります

噴霧ホースを接続するコックです。コック上のレパーを90゜回すと「開」状態となります
濯水として利用する場合このプラグをはずして御使用ください
水抜きを行う時にはこのプラグをゆるめてください
ボンプ内の水を抜く事が出来ます

製造番号を表示しています

、、___ノ

⑤動力元コツク

⑥プラグ

⑦ドレンプラク

⑧ハリマーク

~/'
＼/'
ヘ＼'1

舮{叉

匡罰
この動力噴霧機にはオイルが入っていません。で使用前

に必ずオイルを入れてください。

●注油口フタを外しガソリンエンジンオイル(sd級以

上 SAE IOVVB0相当)を動力噴霧機後部オイルゲ

ージの中央赤丸部まで入れます。

給油後、注油口フタは確実に取付けてください。

運転前に、必ず、取扱説明書を読んで

よく理解してから運転すること

原動機とセットするときはべルトカ

バーをつけること

"^

や入_/イ弐＼・/

4

/

^ 、"

●クランクケース前部の3つ穴(注油口)ヘガソリンエ

ンジンオイル(sd級以上 SAE IOVV・30相当)を運

転時間100時間を目安に約3~5滴注油します。

4

1-

P/N 121074

▲^

0

注油量が多すぎると、使用液にオイルが混入することが

あります。

弓
入

ハハ_く§§ト

弓§§§>§ぐ,水ホース弓§§§、§ぐ,水ホース乃

合^
吸水ホース・余水ホースを取付ける際、パッキンを確認

します。特に吸水ホースの場合は本機の振動、吸水不良

につながり、ボンプの寿命を縮めることになります。

吸水ホース

乙=ち
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妻§ミ＼＼

＼34

余水トグク

<1・"四4＼<＼丈＼之●＼ル/

/

＼、、___ノ

●始動時、清水にて試運転を行い、動力噴霧機及ぴ配管
(ホース、ノズル)に異常がないことを確認してくだ

さし、

会^
動力噴霧機に異常がある場合は、ただちに停止して

18、19ページ、動力噴霧機の故障診断と処置を参考

にしてください

●ホースを薬剤タンクへ入れる際、吸水揚程は3m以内
にセッティングしてください

'^
吸水ホース.余水ホースはあぱれると危険ですので

付属のバンドで確実に固定します

●吸水ストレーナが水源の中に確実に入っていることを

確認してください

●調圧弁のハンドルを図の様に上に向け「始動」位置に

します

'ノノ

始動

ハンドル

゛、

◎

_'^U
ー~~~＼

1

.9^"、"'・^'、"

¥ド

●圧力指示針の位置にニギリの目盛りの「0」を合せます

匡男
加圧状態で始動運転を行うと、吸水出来ずに空運転によ

リビストンパッキンを痛めることがありますので、注意

してください

ニキリ

'=弐、

＼＼

0

圧力指示針

戸

0

＼》

すン

●始動、運転時には必ずべルトカバーを付けておいてく

ださい

▲^
回転部分は、巻き込み事故にっながりますので、必ずべ留
ルトカバーを装着してください。また、ベルトカバーの

取付けが出来ない場合は、作業機の周囲にサクを設ける

などの配慮を必ず行ってください

●調圧弁のハンドルを倒して「加圧」位置にしてください
巨

匡霽
●調圧弁のハンドルは最後まで確実に操作してください
途中で止めた状態で運転しますと、内部のシートを傷
めます

●吸水している事を必ず確認してください。始動後、吸
水しない状態(空運転)を一分以上続けますとピスト
ンパッキンを傷めますので、もう一度18、19ページ
の故障診断と処置を参考にして操作をくり返してくだ
さし、

●圧力指示針の位置に使用圧力を合せます

加圧

＼_ノ

モ、
〆

●動力元コックを閉めてください

会^
コックを閉じないで吸水を始めると、コツク部より突然

薬剤が吹き出したりノズルがあぱれて危険ですので、必

ずコックは閉じてください

疉暑

ハンドル

＼

^ ,"

圧力指示針

1-

ー'~~＼
、、、ーー

2

托

＼ミノ

^

5

ノーーーーー^

0

圧力値

y

会^
共同作業を行う場合、圧力を急激に上げますと、ノズル

保持者に反動が大きくかかり危険ですので、事前に合図

をしてからコックを開いてください

ー'^U
ー＼气ノ

ー'~~＼ 停止

●ボンプを停止する際には、ニギリを「0」に戻して

ハンドルは「始動」状態に戻してください

圧力調整に圧縮バネを使用しています。ホース内に

圧力が残っている場合、配管をはずす際に残留液力

吹き出す場合があります
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、4

●作業後は、清水を吸水して、動力噴霧機内の清掃運転
を行ってください。

次回、動力噴霧機始動時のトラブルを防ぐことが出来

ます。

ーーーーー、ゞ

●ノズルをホースより外し、吸水ストレーナを水から上
げて、コックを開いた状態で本機を低速で運転して水

抜きを行います。

(ニギリ「0」、ハンドル「始動」位置です。)

厘罰
空運転は機械保護の為、一分以内としてください0

'゛"

_ーノ

0

畷

ク

乃啄弌ミ§、＼、'ハ

●吸水ホース、余水ホースを接続したままにしておきま

すと、パッキンを痛め、トラブルの原因となりますの

で、必ず外して保管してください

ー'＼＼
"'、^

＼、、

門

●圧縮バネに荷重をかけない状態にて保管します。正確、

な圧力表示を維持する為、ニギリは「0」に戻し、八 1
ンドルは「始動」位置にしてください

___./

17

ドレンプラグ

C》

q

●冬期凍結による破損防止の為、格納期には十分な水抜

きを行ってください

具体的な方法は図のドレンプラグをゆるめて、本機内

部の水抜きを行い、清掃・整備・格納を行ってくださ

い

琵罰
水抜きを行わずに格納した場合、凍結破損することがあ

ります

"^

'＼ 、、____ノ

~/
＼/
＼＼'1

劇

顎
▲^ 観

オイルを抜く際は、オイルが冷えてから行ってください。亀

●必ず本機が停止していることを確認してから行ってく 1
ださい

●初回は50時間後に交換し、 2回目以降は100時間毎

に交換します。オイルは劣化しますので、上記の時間

に満たない場合でも1年に1度はオイル交換(SJ級以

上SAE IOVV・30相当)を行ってください

●オイルを廃棄するときは、購入店などに相談し、適正

に廃棄してください
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.「動力噴霧機の故障診断と処置」は日常起こりやすい故障とその処置を示したものです0 万一故障
が起きた場合は、参照の上適切な処置を行ってください

原因がわからない場合やお困りの点がでざいましたら、遠慮なく最寄りの取扱店、または当社呂業
所へで連絡ください、

1.機種名

2.製造番号

3.故障内容(なにが、どうしたら、どんな状態で、どぅなったか)塗

を詳しくお話しください

◎にっきましては最寄りの取扱店、または当社営業所に調整'修理を依頼してください,、{

1会^、
11 調圧弁のニギリ上部にあるキャップを外し、ネジを調整しないでください0 規定圧力以上となり、機
魯

械が破損して負傷を被ることがありますので絶対におやめください

1-

L 、1 ヌイ.

4 ▼

゛ユ'、毛昌.;ー'

む禽叉経X'巻1状美ひ懲態*弐4試黒鄭ゞ、1,

、t

ベルトのスリップ

原因

噸

吸水ストレーナにゴミ等のつまり

吸水ホースの損傷・屈折

吸水接続パッキンの異常

接続不良

吸水ホースの長さが長い

吸水の揚程が高すぎる

吸水弁.吐出弁にゴミ等のっまり・こう着一掃除
吸水弁・吐出弁の組立不良

粧捗

吸水弁・吐出弁の傷付・磨耗

.11胆・・'

ミ'メ江・・"、・凡・1^J、分ゞ鑾、'、゛ザ.1轡、
'e'寄1、゛轟轟?、,_'、'1.瀞二重迎C遵念'

斗一,逢兵'瑩翆逃撫←唖一稚、轟

対策

吐出弁バネの破損

翻
設

苫f"

調整・交換

ピストンパッキンの損傷

;ノ
重磯
ζ
皀〒'

:,q,乞、゛)

硬

0りングの損傷

掃除

補修・交換

補修・交換

正しく接続

換交

揚程を低くする

゛
電

ンールパッキンの損傷

、足

調圧弁ハンドルが加圧の状態になっている

ノズルの磨耗

11§ミi゛_气巻 K'コ、手、、゛交ノ、ゞ
T、"ニ,;r,'●、'゛工卓,,',『'、,ニメ;コ..゛二王ト、'」ミ'、,f-,,凡、,fゞ'之JL"/L、;

匙^姦、・沌,^,ゞ◆重・御一

原因

¥

・・・立・

罵趣太

党島泌辻

ノズルの噴射量が多すぎる

)

ヲ

調圧部のこう着

轟

亘Ⅱ手

安子,、

七熟i

'匹1診ユ゛ネニ哉'義ゞ'

、'〆轟驫L.'i.:ー
●イえ、゛、'毛rY途ゞレー

吸水量が少ない

、f 、.

謹

金'

色砧

吸水量が不足している

1妾

1 、,.
J、゛

父簿

噴霧ホースが長い

噴霧ホースが細い

,,゛_、"、气'.゛.

泌蛸、す

砧;

ξの

・;'弔'

.q■吐'0 ^、、,J'.」

'轟達瓢1ト、'・、,:、、i"'沌ξ.'、、重ヲ、,、、1千!^ミ.」1弐'

'ー、ナ、ー、ι之幸雫遍?泌、"""4■二"、・1'三よ二宝ミミ妾一碇 Yニャι、、、:、,'、、、L .て'EI-;JJI゛.●、天;、..」、气.、1皇",、'『.T-"L^、〒』、、.ー..'十

"雫"',,"t,、宝基嘉、1勢÷,,簿勢P琴・'き威t烹亀ξニ',,埜、§三(ぞ長,号・、".,烹塀'{ブ'・・,マす'こ:七弐ιι互¥、'毛ξ、、'、'ι叩含1、1,、又二上'、,謹、避ヨを・iヂ11
無ぞτ,.'→¥.'毛'暴・、Lイ.',ニ・,,よ〆、yゞ1馳ゞぎ号占工1瀞ゞJ゛'畢謹瓢11

調圧弁弁玉・弁座の損傷

正しく組立

修正・交換

゛,"L

^

叉

調圧弁弁棒の不良

ホースの接続部分から水モレ

4

.、、6゛^、、

γ,、、1曳^エ^6

、,ー.〒、"^『、一亀、

調圧弁バネ筒の不良

空気室内が水で満たされている

▼

調圧弁バネの損傷・衰弱

調圧弁の作動が悪い

吸水・加圧系統の不良

対策

(つまり、ゆるみ)

ノズルのつまり

ーハンドルを始動
位置にする

換

適正ノズルに交換

Vプーリ固定ボルトのゆるみ

1ε

分解・洗浄

コンロット等のボルトのゆるみ

(1)項を診断

(1)項を診断

ベアリングの破損

調圧弁の組立不良

適正長さにする

適正太さにする

補修・交換

換交

調整・交換

補修・交換

換交

空気の吸込み

◎

0りングの損傷

空気を入れる

(空運転一分以内)

分解・調整

分解・調整

掃除

ンールパッキンの損傷

オイルシールの損傷

締付・組立不良

増締

1苗

交換

換

換

換

分解・調整
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匝冒

クランクケ

クランクケースフタ

オイルドレンプラグ

タ

部品名称

0りング

オイルシールケース

ス

ンリンダ元金具

フエルトパッキン

0りング

パイプ受け金具

0りング

部品番号

1417フ

0りンク

130515
43532

ンールパッキン

130517

ンリンダパイプ

28・S

48773

44834

0りンク

23170

26536

35・S

43343

26965

0

100015

製

ンリンダパイプ

15862

43・S

ンリンダパイプ内

23172

0

0

0りンク

43781

名称

27536

0

0

吸水弁

27536

53・S

26969

108065

0

0

107992

ピストンパッキンマトメ

108384

0

0

55・S

108425

ンリンダ先金具

0

吸水弁カラー

0

0

26969

ドレンプラグ

0

14122

0

65・S

吸水弁ストッハ

27944

0

26541

116121

ナイロンナット

115420

0

115418

0

ひ工錠零
」^^"

11岩t藍子

0

弁組立

27499

訥

27796

119917

0りング

0

0

●始業点検時や使用中に不具合が発見された場合は、すぐに適切な整備をしてください

お買い上げの販売店にこ連絡ください

●連絡していただく内容

0機種名

0製造番号

0故障内容

なにが・どうしたら・どんな状態で・どうなったかを詳しくお話ください

●本製品を安全にで使用頂くには、正しい操作と定期的な整備が不可欠です。年に一度は

げの販売店に、点検整備をお願いしてください。この時の整備は有料となります

0

27947

、ー

調圧弁べローパッキン

120904

圧

.'、

46365

0

調圧弁べロース

115598

0

0

120276

0

調圧弁弁棒

121218

0

0

弁

120236

0

吸水ホ

調圧弁べンサック

0

23170

0

0

0

余水ホ

16972

調圧弁弁玉

0

120926

0

0

0

11451

調圧弁弁座

0

120927

0

0

124188

0

0りング

124191

0

0

0

ス

0

0

ゴムマルバッキン

124190

0

ス

0

■字'

^

026

107238

0

0

气轟立

0

0

ゴムマルパッキン

120931

0

0

0

哥ヲ'

0

0

0

971

0

0

才一

4179

0

0

20285

謬証獄.、"瓢点陰桑鶏゛静修,,の/1、年、、'1豊亘班で

0

0

7に11篭

0

103687

0

0

0

本製品の補修用部品の供給年限は、本製品の製造を打ちきり後9年です。但し、供給年限内であって

も、特殊部品については納期等をこ相談させていただく場合があります。補修用部品の供給は、原則

的には、上記の供給年限で終了しますが、供給年限経過後であっても、部品供給のこ要請があった場

合には、納期およぴ価格についてで相談させていただきます

0

0

103686

3685

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヅ之

0

0

^

,會^'、

・0獄

●余水口の向きを変更する場合は、新たにハンドルが必要となりますので最寄りの取扱店、または当

社営業所に依頼してください

0

0

0

0

避綿無、・1、、噂挙弩墜'誤添琴・会X、余水なの、1、変吏1藍■いで跡§武武・.一■●"

0

轟」含
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玉勢.
,.趨、゛二と三、靈1誕毛、t父ゞ
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0

0

0

q,

0

0

0

0

0

0

0

1保証書修Pいで誠
冥.

保証書はお客様が保証期間中に保証修理を受けるときに、こ提示いただくものです

お読みになられた後は、大切に保管してください

▲盛ヨ

0

0

0

0

a.

斗三見、,.J ^争■^見

甲.'〒司,畢

'生宅、

熊
玉1・
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黒÷弐衆

お買い上

3門

機械の改造は危険ですので
しい使用目的と異なる場合
ださい

゛

主油口フ

■,'*、'、、ーやNな瓢、.
豊旦

く

改造しないでください。改造した場合や取扱説明書{こ述べられた正
使用上の誤りは、メーカーの保証対象外になりますので、で注意く
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■コ

称名

基本寸法(伽)

長X幅X高

質量(乾燥)(繪)

回転速度
mln

吸水量
L/min

圧力
Mpa

所要動力
kvv

噴霧コック

潤滑油種類

潤滑油容量(L)

Vプーリ(m)

取扱説明書

吸水ホース

吸水ストレーナ

余水ホース

バンド

性

'轟

月丘

AF.28・S

415×242X

298

10.5

900

1100

26

32

5.0

1.0

26

].0

凱

AF・35、S

415×242X

361

11

1100

1500

32

4]

5.0

1.0

33

13

GI/4 G3/8

AF・53.SAF、43・S

510×312X449×271X

359 397

] 4.5 ]9

900 850

1200 1100

37 47

50 6]

4.0 5.0

1.5 15

29 4.フ

2.0 26

SJ級以上 SAEIOVV・30

178 (A・2)

部品番号]31228

部品番号 108450

部品番号 122017

部品番号 108452

部品番号 107107

3

AF・28・S
20

部品番号

部品番号

2

力1

VV)

】 52 (A・2)

105936 (φ 19×3m )

] 04344 (φ 13×3m )

23

吸水
26

5.0

3.5

2.0

0

0.6

.

量(vmin)
29 32

700 800 900

動力噴霧機回転速度

AF・53・S 吸水
36 415 47

AF・55・S

510×312X

417

19

1000

1200

56

63

5.0

15

5.5

26

3/8×2

5

4

動3

力
2

VV)

1.0

AF・65・S

551 ×3】 2X

417

20

950

1050

67

73

5.0

15

67

2.9

4

2ε

AF"35、S
26

1000 1100

(min、1)

量(umin)
52 61

らρ

3

ムρ

力

(kw)

3.0

650 750 850

動力噴霧機回転速度

1.15

229 (B・2)

(φ25×36m )

(φ 19×36m )

吸
32

5.0

水量
36

0

、.5

3.5

2.0

(vmin)
41

900 1100

動力噴霧機回転速度

AF・55・S 吸水
45 5651

6

5

4

3

(kvv)

950

(min'1)

1.0

1100

3

AF・43・S

32

1300

(min、1)

量(vmin)
58 63

5.0

A.0

力

(kvv)

ムρ

らら

1500

37

800 900 1000 1100

動力噴霧機回転速度(min・1)

吸水
42

3.0

らρ

量(U加n)
46 50

1.5

800 900 1000

動力噴需機回転速度

AF・65・S 吸水
59.552

ヘ.5

1200

(kw)2

1100 1200

(min、1)

量(vmin)
67 73

ら.0

.

850750 950

動力噴霧機回転速度(min・1)

※グラフ内の単位はMpaです

A.0

3.0

●この仕様は予告なしに変更することがあります。
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水
高
水
高
水
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水
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2

8
7
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5
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3

ー
}
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要
動 2
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要
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要
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